東京の 学校が 休みに なった ので、 彦太 少年 は 三月ぶ 

リに木 谷 村へ 帰って来た。 村 はすつ かり 雪の 中に うず 

まっていた。 この 冬 は 雪が たいへん 多くて、 もう 四 回 

も 雪下ろし をした そうで ある。 駅 をお りる と、 靴 を か 

ん じきに はきかえて 村まで 歩いた が、 電柱が 雪の 中 か 

ら ほんの わずかに 黒い 頭 を 出して いるば かりで、 屋根 

の 見える 家 は 一 軒 もなかった。 

「この 冬 は、 これから まだ 三度 や 四 度 は、 雪下ろし を 

せねば なるまい よ」 

と、 迎えに 来て くれた 父親 はそう いって、 また ちら 

ちらと 粉雪 を 落し はじめた 灭 色の 空 を S めしげ に 見 上 



「しかしね、 一造 兄さん はこの こと は 黙って 居れと き 

びし く 命令 を 出して いるんだ よ。 で、 僕達が 三日 毎に 

山登り をして、 兄さんの 食物なん か はこぶ こと さえ 誰 

にも 知られない ようにし ろと いうんだ よ」 

「ああ、 それで 五助ち やん は 三日に あげず 山登り をす 

るんだ ね。 なんだ そんな ことか。 はは はは」 と 彦太少 

年 は 安心して 笑った。 「でも、 そんな こと を 秘密に す 

ると いう こと は、 ちょっと へんだ ね」 

彦太 がそう いうと、 五助 は 無口で いろりに そだ を さ 

かんに さし 入れる のだった。 五助の 顔に は、 まだ 何 か 

語りつ くさない ものが あると 書いて あるよう であ つ た- 



(何だろう？) 

と彦太 は、 ふしんに 思った。 いつもの 五助なら、 

立 板に 水 を 流す ように どんどん おしやべ り をす るのに、 

それ をし ないで、 何 か を 小さい 胸に 包んで いるよう な 

の は、 なぜだろう か。 あ、 そうか。 ひょっとすると、 

その 山が どこかと い うのが 秘密な ので は あるまい か。 

とうと こうみゃく 

そして その 山から は、 やがて 尊い 鉱脈で も 発見され 

る 見込みが あるので はなかろう か。 

そう 考えた 彦太 は、 また 遠慮な しに、 そのこと を 五 

助に いった。 すると 五助 は、 一言の もとに 打消した。 

「ちがう さ。 うちの 兄さん は、 そんな 欲ば りじ やない 



彼 は 歩きながら、 さっき 五助から 聞いた 青 髪 山の 魔 

神 を 見た 話 を 頭の 中に 復習した。 

五助 は、 この 前の 登山のと き、 その 魔神 を 森の 中に 

たしかに 見た そうで ある。 その 森 は、 それから 二十 丁 

も 奥に ある 杉の 森で、 地蔵 様が 立って 居られる ところ 

から 地蔵の 森と いわれて いると ころ だ。 

ちょうど 行きの 道だった が、 五助が 前方 約 一 一 百メ— 

トルに、 この 森 を 見た とき、 雪の 中に 高い 幹 を 黒く 見 

せて いる 杉の 木立の 間 を、 何 か 青 味が かった ものが、 

煙の ように ゆらいで いるの をみ とめた のだった。 

たきび 

(誰か、 あんなと ころで 焚火 をして いる？) 



木立 も、 硝子に とおした ように、 はっきり 見えて いた- 

なるほど、 五助の いう 魔神ら しき 怪しい 影 は 何も 見え 

なかった。 

「今日は 足跡 もつ いてない や」 

五助 は、 森の 前 を 通り抜ける ときに、 そういった。 

彦太は 笑った。 しかし 五助 は 笑わなかった。 

それから 一 里の 苦しい 雪の 山道が 始まった。 折 悪し 

く 急に 風が かわって、 粉雪が 渦 をまい て 落ち だした。 

いよいよ 吹雪になる らしい。 二人の 少年 は、 道の 真中 

に 立ち どまって、 魔法 壜 から あつい 茶 を くんで 呑み、 

元 気をつけた。 それから また 雪道へ 踏み出した。 



兄さんの 身体から 流れ だした 血 だつ たんだね。 やつば 

リ 兄さん は 殺されて しまったんだ。 あの ピストルの 音 

やゝ - 

力 」 

「お待ちよ、 五助ち やん」 彦 太が おさえる ようにい つ 

た。 「僕 は 君の 家の人の 血液型 を しらべ たんだが、 皆、 

A 型 だね」 

「うん、 皆、 A 型 だ。 お父さん もお 母さん も A 型 だか 

ら ねえ」 

「そう、 だから 一 造 兄さん ももち ろん A 型な のさ。 と 

ころが 君の 手に ついていた 血 を、 あのと き 僕が 持って 

帰っても 東京で しらべて もらつ たんだが ね、 一体 その 



血 液 型が 何と あら われた と 思う」 

五助 は 息 を はずませながら 「A 型じゃなかった とで 

もい うの かい」 

「そうなん だ。 A 型で はない。 だから あの 血 は 一造 さ 

ん から 出た 血で はない」 

「ああ、 うれしい。 兄さんの 血ではなかった のか」 と 

五助 はとび あが つ て 喜んだ が、 やがて ふと 顔 をく もら 

せ 

「じゃあ、 あの 血 は 誰の 血 だつ たんだろう。 もしゃ… 

…もしゃ …… 」 

五助 は その 先 をい うこと がで き なくなった。 彼の 身 



体 はぶる ぶる とふる え 始めた。 

(ああ、 すると もしゃ …… もしゃ あの 血 は、 一 造 兄 さ 

んが ピストルで 誰か をう つて、 傷つけ た 血で はな かろ 

うか。 そうなる と、 兄さん は 人 を ピストル でう つたこ 

とになる。 いや、 ひょっとしたら それよりも 悪い こと 

なので はなかろう か。 兄さんが 人殺し をした！ ああ、 

そんな ことで はな いのかしら) と、 五助 は 思いな やん 

で そこに 立って いられ なくなり、 土の 上へ どしんと 

しりち ち 

尻餅 をつ いた。 

「あの 血の 型 は、 今い つたと おり、 A 型で もな く、 ま 

た o 型で もな く、 B 型で もな く、 AB 型で もなかった」 



せ ：：： 』 

「あ、 兄さんが、 危険 を ぼくらに 知らせて いるんだ」 

「そうだ。 よし、 先 を 読もう」 

二人 はこ わさ も 忘れて、 その 手帳に かじりつ くよう 

にして その 先 を 読んだ。 それに は 次の ような ことが 走 

リ書 になって いた。 

—— 五助よ、 気をつけよ、 危険が せまって いる、 早 

く ふもと へ 引き かえせ。 

兄さん は ゆだん をして いて 失敗した。 きょう (十二 

月 二十 五日) 兄さんが かんそくして いると、 とつぜん 



の 外 は 高くな つていて とても のぼれない。 ざんねん だ。 

お前の 来て くれる こと を 祈って いる。 

なに やつ 

いったい 何奴だろう、 思いがけなく 穴の 奥から 現わ 

れた奴 は？ 

人間と は 思われない。 からだ は 人間の 二倍ぐ らい も 

ぁリ、 灰色の 毛が からだ 中に 生えて いた。 しかしけ だ 

もので もない と 思う。 ちゃんと 両足で 立ち、 声 を 出し 

こ-つ 4PU 

て 話 をし、 穴の 上 を 蝙蝠の ようにと ぶの を 見た。 足 は 

かえる ガ ス 

蛙の ように 見えた。 そしてく さい。 なに か、 瓦斯み 

たいな もの を 出す の だ。 たしかに 高等な 生物 だ。 

いったい 何者だろう か。 



そうだ、 あれ かも 知れない。 あれと いうの は、 地球 

が 四 回 氷河期 をむ かえた が、 その 前に この 地上に すん 

でいた 高等生物の 子孫で はない かと 思う。 その 当時、 

彼らの ある もの は 地上が さむくな つたた め、 地中へ に 

げこんだ の だ。 そして それ以来 ずっと 地中で 何 万年 も 

くらして いた 前世紀の 生物 じ やない かと 思う。 それが 

ひよ つくり この 穴の 奥から 出て 来たので は あるまい か。 

ふ しぎな - J と だが 有り得な いこと でもない と 思う。 

そういえば、 兄さんが これまで にこの 穴で 地中 を 伝 

わる 震動 をかん そくして 来たが、 どうも あたりまえの 

地震で はない ところの へんな 震動が 交って いた。 兄 さ 



んは その 謎 をと こうと 思い、 誰に もい わないで その 研 

究を つづけて 来た わけ だが、 それ はついに このような 

悲劇 をむ かえる ことと な つ た。 なにごと も 運命で ある _ 

だが、 兄さん はま だ 息が あるう ちに 世界中で まだ 

誰も 知らない 地中 怪人 族 を 見る ことができて、 うれし 

いと 思う。 この 怪物 ども だよ、 青 髪 山の 魔神と いわれ 

ていたの は。 あの 足 あと、 あの あやしい 空中 飛行 …… _ 

みなで 警戒し なければ ならない。 もっと りっぱな 研 

究者 たち を ここへ 送る ようにせ よ。 十分に 警備隊 をお 

いて、 けがの ないよう にせよ。 相手 は なかなか ゆだん 

がなら ない 怪物 だよ —— 
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